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｢ ドナルド ・ キーン 」   Ｈ３０年１１月吉日 岩本 博之 

１９２２年ニューヨーク生まれで現在９６才。９才の時に貿易商の父親とヨーロッパ旅行するが、その後離婚した  

母親と貧しい母子家庭の環境になりますが奨学金を受けながら飛び級し１６才でコロンビア大学入学。向学心に 

燃える貧乏学生だった１８才の時に分厚さに引かれて安かった英訳本「源氏物語」を読んで日本に興味を持つよう

になります。日本との開戦後に海兵隊員となり、日本語学校に入学後は通訳官として捕虜の尋問や(戦争時は日記

など機密漏洩につながるとして禁止されていた)日記を解読する過程で、日本人の機微に感銘を受けています。  

終戦後はハーバード・ケンブリッジ・京都大学で学び、コロンビア大教授を経て 2011 年の東北大震災に衝撃を受け

日本に帰化。翌年には浄瑠璃三味線奏者の上原誠己さんと(９０才で２８才年下)養子縁組をします。キーンさん  

自身は日本古典文学を研究し、高じて 1953 年(昭和28 年)京都大大学院で２年間留学、日本人でさえ難解な狂言を

嗜みます。昭和 31 年東京品川の喜多能楽堂で『千鳥』の太郎冠者を演じ、武智鉄二さんと共演して観客席には  

谷崎純一郎・川端康成・三島由紀夫・松本幸四郎と、そうそうたる文化人と交流しています。ここでキーンさんを取り  

上げたのは、このような素晴らしい白人が日本を愛し「帰化」して頂いた事に感銘を受けたからです。更に古典  

文学をベースに千年以上前の文学の素晴らしさを評価して頂けるのは、その土壌を育んだ日本人そのものが  

心豊かな生活を営んでいたからこそだと思います。因みにそれらの年譜は 713 年 古事記 ･ 759 年 万葉集 ・ 

？？ 竹取物語(最古の伝奇物語) ・ 974 年 蜻蛉日記 ・ 1008 年 源氏物語 ･ 1212 年 方丈記 ・         

1320 年 徒然草 ・ 1802 年 東海道中膝栗毛 ・ 1825 年 東海道四谷怪談 etc 
  
今年7 月刊行の「日本の美徳」キーン＆瀬戸内寂聴 対談を熟読しましたが、 以下を P107 より抜粋 

キーン 私は本当に何十年もの間、多くの日本人に支えられてきました。決してアメリカが嫌いで祖国を捨てたの

ではありません。日本に対する愛情が、私に日本人になる事を選ばせたのです。私はこの国に居たい。日本人と

共に生きたい。そんな気持ちなのです。日本人になると決めた私の気持ちをあえて言葉で表現するとしたら、作家

で詩人の高見順さんが第二次世界大戦中に日記に書いた思いと重なるでしょう。戦時下で一番情勢が厳しい時

に、当時、鎌倉に住んでいた高見順さんは、アメリカ軍が鎌倉を攻撃するという噂を耳にします。心配して、自分で    

お母さんを田舎へ帰そうと大船まで見送った後、妻を連れて東京大空襲の跡を見に上野駅に行くのです。着いて

みると、安全なところに逃げたい、という気持ちにかられた群衆があふれて、大変な混雑となっていました。高見 

さんが驚いたのは、そういう状況であるのに、誰もが静かに整然と並んで汽車の順番を待っていたことです。その

光景を目にして、「私はこうした人々と共に生き、ともに死にたい」と日記に書きました。私も、東日本大震災の後、

同じような気持ちを抱くようになりました。どうしてもっと早く日本国籍を取ることを考えなかったのか、自分で   

不思議に思ったくらいです。 瀬戸内 戦時下でも整然と並んでいたのは、整然と並ばざるを得ないような教育を 

されているんですよ。お行儀がいいのではなく、人と違うことをする勇気が無いのかもしれません。 キーン 

しかし、東日本大震災のような大災害もあれば国によっては混乱に乗じて暴動や略奪も起きるでしょう。でも、 

日本では、そうはならない。冷静に対応し、みんなで協力し、助け合いました。世界の人々は、日本のすばらしさを

再認識しました。日本という国、日本人に対する信用は、これまでにもないくらい高まりました。日本全国の人達が

大勢、ボランティアとして東北に駆けつけた。それも、すばらしいなと思いました。 瀬戸内 私も被災地に行って 

感心したのは、ボランティアの若い人たちが本当に一所懸命働いていたこと。朝早くから日が沈むまで、瓦礫を 

運んでいる。男の子なんか、髪を金色に染めていたり、女の子はつけまつげをしたり。そんな子たちが、握り飯を

用意して、自分のお金でそこまでやってきて、見返りを求めずに身体を動かしている。「どうしてきたの？」と聞いた

ら、「石を一つ動かすだけでも、役に立つかもしれないから」と。そんな姿を見ていたら、「今どきの若者は・・・」    

なんて、言えませんね。 キーン はい。私は三十年近く前、東北大学で半年間教えていた事も有りますし、日本に

来た当初、京都大学留学中に松尾芭蕉の『奥の細道』をたどる旅をしたこともあります。東北には格別な思いが 

ありますし、災害から立ち上がろうとして頑張ってきた東北の人達の強さには、改めて頭が下がる思いがします。 
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9月8日 本社工場に導入されました。 

大型パレット 1,700×720 の 2 面パレットチェンジャー装備

で段取りのムダを削減できます。 

レイアウト変更では本社の機械を10台移設して動線の

見直しを行いました。 
 
更なる生産業務の向上を行なっていきます。 

 

おめでとうございます！更なる技術向上と後輩指導をお願いします。 

数値制御フライス盤 

 

 
 

噴霧塗装作業 

 

◆◆ＨＨ3300 年年度度前前期期  技技能能検検定定合合格格者者◆◆  

1級  和田森 さん 

2級  久保出 さん 

2級  石倉  さん 
 

2級  和角  さん 

2級  北   さん 

 

が白山市より、新製品などの開発・製造を  

通じて市内産業の振興に貢献したとして表彰を受けました。  

表彰を受けたのは、グッド石川ブランドに続き２度目です！  

白山市役所のホームページには表彰の様子がアップされている

ので、皆さん見てみて下さいね。 

今後更に飛躍していきましょう！ 

DDMMGG 森森精精機機㈱㈱  製製    

立立型型ママシシニニンンググセセンンタタ  NNVVXX77000000  

写真中央：白山市長 山田様 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 : 記録的な暑い夏も過ぎ、いきなり秋になった為体調を崩している人はいません

か？症状が酷いなら受診を受けましょう。早い方で 9 月からインフルエンザに罹る人がいら

っしゃるみたいです。当社は 12 月初めに予防接種を行なっていますがなるべく受けて   

インフルエンザによる長期休暇にならないようにしましょう。          Ｍ．Ｍ 

 きでんスクール「ムダをなくす在庫管理と削減の進め方」を受講して来ました。講師は当社の

生産革新活動で非常にお世話になっている林様です。 

講義は全 4 章の構成になっており、「ものづくり企業でのムダ」「在庫の管理について」「在庫

削減活動の進め方」「在庫削減の考え方まとめ」です。 

最初はムダの定義から始まり、いかにムダがコストアップに繋がっているか、ついつい現状を

肯定してしまいムダが必要なモノと見てしまう恐さを学びました。現在当社では外の保管を一切

止め、なるべく運搬のムダが無いように動線を意識したレイアウトになっています。スペース的

な制約はありますが、使用する場所の近くで保管する事を基本とし、一筆書きで終わらせられる

ような動きになっています。ワークスタディでは隣の方とペアを組み、自社のムダがどのような

ものか討議する場が設けられました。業務課という立場からお客様や業者の方と話す事は多い 

ですが、社内の内情についてお互い話す事は皆無であり、非常に有意義な時間を過ごせたと思っ

ています。どの会社も同じようなコスト面、生産面、管理面他でのムダの悩みがあると実感しま

した。在庫の管理については良く耳にする「トヨタ方式」の説明があり、一部当社で実施して   

いる「カンバン」「赤札作戦」等の内容もありました。発注方式の種類と特徴も改めて学び、こ

の事は実務に直結する内容で今の仕事の仕方が適正であるかどうか精査する必要があり、改善を

していかねばならないと感じました。 

 まとめでは現場に足を運び自身の目で感じ取り、潜在的なムダが潜んでいないか、在庫量、  

発注のタイミングが適正か、改善のポイントはどこかを見極める必要があり＂まず感じて、やる

こと〟が大切だと学びました。今回この講義で学んだ事を仕事に活かし、ムダ取りと改善を進め

て行こうと思いました。 

８月２４日 

業務課 瀬尾 

１０月１３日 

松任グリーンパーク 

９月３０日 

松任海浜公園 

 

倉部：９月２０日 

本社：９月２１日 

今年は地震を想定しての避難訓練

を行いました。最近は自然災害が

増えてきており、普段の訓練の 

重要性を改めて認識しました。 

「訓練は本番のように、本番は 

訓練のように」を日頃から心がけ

て行きましょう。 

今年も恒例の清風会主催ＢＢＱが行なわれ、社員と家族を含む総勢７８名が参加しました。  

テントの中は美味しいお肉で熱気いっぱい！外では秋空にしゃぼん玉を飛ばす子供達の

姿も・・・皆で楽しいひとときを過ごしました    

準備してくれた幹事さん、お疲れ様です。   

 

台風の接近で肌寒い日となりましたが昨年に続き 2 回目の参加で、今年も 9 名が激走を繰り広げ

ました。結果は 70 チーム中 11 位 と去年と同じ好成績！！タイムも 2 分ほど縮まりました。   

来年も是非参加するぞ～♪  目指せトップ 10 

ハーフ マラソンの部 (1.5km×14 周） 

記録：１時間 31 分 28 秒 

有馬ﾘｰﾀﾞｰから荒木さんへ アンカーの梅田さん 
雨の中でのゴール 

焼きそばとっても 

美味しくできたよ！ 

じゃんけんぽん♪ 

 栄冠は誰の手に・・ 
実習生 総勢 10 名！ 

一人かくれんぼ～ 

子供達のお楽しみ 

運命のくじ引きタイム 

本社 倉部工場 


